広汎性発達障害をもっと知ろう

新潟県立精神医療センター

児童青年期部門

のぎく出版

もくじ

[image: image1.png]Bt EE
(G

PARWH—
[

IR BEIEE
(PDD-NOS)

oRtERERSE (PDD) O5%




はじめに






 3

1.　広汎性発達障害とは





 4

2.　構造化について





 8

3.　PDDのこどものコミュニケーションについて


10

4.　問題行動への対応＜混乱をなくするために構造化を＞

16

5.　各年齢でやるべきこと




20

6.　利用できる公的補助





24

7.　参考書籍






25

8.　参考になるインターネット上のページ



26

著者紹介






27

はじめに

広汎性発達障害にこどもたちへの対応にあたって，なにが必要なのでしょうか？

わたしたちは，親御さんや学校の先生方のこの疑問に日々向きあうなか，お伝えすることがとても多いことに気づきました．日々の外来のなかで，必要な知識をお伝えすることが困難であるので，2001年度から家族教室を開催しました．しかし，それでも，親御さんたちのニーズには応えきれないことを実感しております．そこで，みなさまの予習復習が少しでも便利になるようにという願いで，パンフレットを編集してみました．

広汎性発達障害のこどもたちの発達はとてもゆっくりです．こどもたちだけに訓練や学習を求めていたのでは，決して上手くいきません．周囲が対応を勉強して，彼らを取り巻く環境を整えることで，初めてこどもも周囲も幸せになれるのだと思います．

2002/04/17　著者

1.　広汎性発達障害とは？

広汎性発達障害とは，自閉症と，アスペルガー障害など自閉症に近い特徴をもつ発達障害の総称です．生まれつきの障害で，育て方や環境の問題ではありません．重症度はさまざまですが，軽症の人も含めると，人口の0.5～0.9%もいると考えられています．

1. 広汎性発達障害(PDD)の診断

 3つの特徴で診断されます．

(1) 対人関係の障害(場面に応じた適切な行動がとれない)

(2) ことばなどのコミュニケーションの障害
(3) こだわり，あるいは想像力の障害
 3つの障害の程度によって，自閉症，非定型自閉症，アスペルガー障害などと診断されます．

アスペルガー障害とは，ことばの遅れがなく，対人関係以外の困難が目立たない人達です．
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2. 自閉症児の特徴

 診断のところで述べた以外にも，PDDのこどもたちはさまざまな特徴をもつので，配慮が必要です．以下のものは，PDDのこどもに比較的多くみられる特徴です．

· まねをするのが苦手なので，教えるのに工夫が必要です．

· 特定の音に対して敏感すぎたり，逆に鈍感であったりします．

· きらきら光るものを凝視したり，物を斜めにしてみたりします．

· 何でも味見したり，匂いを嗅いだりします．

· 痛みに鈍感で，転んでも泣かないことがあります．

· 不安になるとなかなか収まりません．

· 不安な体験や，いやな体験を，ずっと後になって思い出して落着かなくなります．

· 人の表情から感情を理解するのが苦手です．

· 人がなにを考えているのか推し測れません．

· 身体を軸にしてくるくる回るなどの常同行動がみられることがあります．

· 特に年少時は多動であることが多いです．

· 得意なことと，不得意なこととのギャップが著しいことが多いです．

· 一度に多くの情報を与えられると混乱します．
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3. 自閉症児の教育はなぜ困難か

(1) 得意・不得意のアンバランスが著しいので，能力を正しく評価し，その子にあった教育が必要です．

(2) ただ禁止することは，かえって問題を増やすもととなります．替わりになにをやったらよいのか分からないからです．

(3)物事を教えるときに構造化という工夫が必要です．このことについては次に説明します．

4. 構造化ってなんだろう

 “夜になったらパジャマを着る”ということを考えてみましょう．これを正しく行うためには，

(1)どのタイミングでパジャマを着るか判断することが必要です．自閉症の子は周りの状況から判断することが苦手です．また，ことばによる指示も理解できないことがあります．

→タイミング，状況を伝える工夫
(2)パジャマを正しい順番で身につけなければなりません．順序だった行動が苦手です．

→段階的に複雑な手順を習慣づける
 以上のことを自閉症児に教えるためには，ことばだけに頼らないで，目で見て理解するのが得意であることを活用する，習慣づけを利用するなどに配慮が必要です．構造化には，①物理的構造化(決まったことを決まった場所でする)，②ルーチン化(課題や指示の手順を一定にする)，③一日のスケジュールを一定にして見て分かるように示す，④ワークシステムの確立，⑤視覚的構造化(目で見て分かるように示す)などの方法があります．

5. 治療教育の原則

(1) 親，学校が共同で…学習や習慣づけには繰り返しが必要ですし，みんなで理解しなければ自閉症児は安心して生活できません．

(2) 個別の評価・個別プログラム…得意不得意がアンバランスなのでオーダーメイドが必要．

(3) 健常者も歩み寄る…自閉症児の成長はゆっくりなので，子どもだけに修行させるのでは上手くいきません．

(4) 構造化…自閉症児療育の基本です．

(5) 理解しほめる
(6) 低刺激…沢山の情報があると混乱します．

(7) 地域の理解・協力…親も子も気楽に床屋に行ったり，買い物に行ったりができるように．

イギリス自閉症協会のSPELLの原則


Structure

構造化


Positive


ポジティブに（ほめる）


Emphasis

共感（理解）


Low　arousal
低刺激（刺激が多すぎると混乱します）


Links


きずな（地域とのつながり、協力）

6. やってはいけないこと、やらなければならないこと

なぜ、これらのことはやってはいけないか、また、やらなければならないかは、パンフレットのなかで説明しますが、現在のこどもを取り巻く環境をチェックしてみてください。

(1) やってはいけない！

×視線を合わせる練習

×反応するまで大声で話しかける

×相手の気持ちを考えてごらんと１０歳未満の自閉症児に説教する

×偏食指導で泣かせる

×嫌いな音に慣れさせる

×運動会や意味不明な校長先生のお話しで集団行動を練習させる

×一人遊びやビデオを禁止する

(2)やらなければならない！

○早期からの意思表示の習慣づけ

○特定の場所で短時間でも座って課題に取り組める

○対人関係でよい体験を増やす

○興味や関心のあることを探す

○得意なことを伸ばす

○静かではっきりとしたことばがけ（多すぎてはいけない）

(3)早すぎるまたは不適切な統合の危険性

みんなで一緒にという考え方（統合）も大切ですが，こどもの対人関係の技能や，知覚過敏などの特徴を無視して統合環境に入れると，さまざまな問題を生ずることがあります．

＜例1＞

まだ無理な，大きな集団に参加させる

↓

場にあった行動がとれない

↓

周りと上手くいかない、叱られる

↓

集団や対人場面が一層苦手となる
＜例2＞

うるさいところが嫌いなこどもを運動会に参加させる

↓

刺激的な環境に不快感を募らせる

↓

うるさいところが余計嫌いになる

その場を逃れるために，自傷行為などの不適応行動を生ずる

夜になって想いだして，周りが忘れたころパニックになる（いわゆるフラッシュバック）
＜例3＞

耳からの情報を無視しがちで，多動気味なこどもの集団のなかでの教育
　　↓

教師の指示が理解できない
　　↓

何をしていいかわからない
　　↓

暇つぶしのための不適応行動
2.　構造化について

1. なぜ構造化が必要か？　構造化ってなんだろう？

PDDのこどもは，ことばでの指示が理解しにくい，ことばでの指示が理解できても記憶に留めにくい，注意がそれやすいなどの特徴があります．このようなこどもと意思を通じ合うために構造化という方法が用いられます．ことばでの指示が伝わりにくいので，①目で見てわかる方法で伝えることや，②習慣づけで憶えさせることが重要になります．また，注意がそれやすいので，集中力が必要となるときには③刺激を制限・遮断することが必要になることもあります．これらを具体化した方法がPDDの指導や支援における構造化です．

2. 構造化の方法

1 物理的構造化

生活空間や学習空間の物理的構造を利用して，やるべきことを伝える方法です．たとえば，教室のこの場所では勉強をして，あの場所では自由時間を過ごすといったことを習慣化します．すると，場所ごとにやるべきことがはっきりするので，こどもがそれを憶えてくれれば，場所を移動しただけで，”勉強しなければ”とか”遊んでいいんだな”ということがわかるようになります．こどもによっては，場所の違いを明確に示すために，エリアごとの床の色を区別したり，衝立でエリアを区切ったりすることが必要になります．衝立でエリアを区切ることは，勉強している時に外の刺激を遮断して，集中力を確保することにも役立ちます．他の場所と明確に区別された勉強の場所を作るために，教室の隅や，壁に沿った場所に机を置いて，壁のない方向は，ロッカーや本棚で区切る方法もよく用いられます．家庭でも，着替えの場所を一定にしたり，勉強のスペースを学校と同様の方法で区切ったりして，効果をあげることができます．

2 ルーチン（いつも決まった手順）の確立

課題の提示→実行や日常生活の手順をいつも一定にしておくことで，PDDのこどもも，その手順を憶えやすくなりますし，手順を憶えて一連のことを自立してやってくれれば，いちいち細かく指示する必要も減ります．そうすれば，こども自体も自分でやったという達成感を持てます．たとえば，課題をやるときはいつも机に座って手をお膝にのせる．課題を提示されて，”始めて！”と声をかけられたら実行する，というようにします．3つの課題を連続して，自立的にさせるような目標も，机の上の決まった場所に3つのカードを並べて，左端から実行していくといったルーチンを確立すれば，ひとりで遂行できるようになります．課題や手順を絵で示す時，必ず，左から右，上から下へと，いつも同じ並べ方で提示します．家庭でも，パジャマを着る場所，パジャマの置き方，着る順番などを一定にすることで，日常生活動作を習得しやすくなります．

3 スケジュールの視覚的提示

一日のスケジュールを，こどもにわかる方法で提示することによって，時間の流れの見通しが立ち，落ち着いて一日を過ごすことができます．文字の読めないこどもには，写真カードや絵カードでスケジュールを提示します．スケジュールは，ひとりひとりに準備して，終わったカードは裏返すなどのやり方で，スケジュールがどこまで進んでいるかを自覚させやすくなります．また，時間の流れの概念を獲得することによって，いやな課題も次のおやつのスケジュールを楽しみにしてちょっとならがまんできるようになります．

4 ワークシステムの確立

課題の遂行のために，いちいち指示されなくとも，自立して一連の課題をこなせるために，課題の組み立てをシステム化することが必要です．たとえば，以下のような工夫があげられます．

· 課題は一定の箱に入れて，棚に並べておく．箱には一定の場所に課題の種類を示すマーク（★とか△とか数字とか）が付けてある．

· 一時間の間に実行すべき4個の課題は，それを表すカードで示され，★とか△のマークを書いた4枚のカードが机の左上に，左から順に並べてある．

· 左端から順に1枚ずつカードを取って，そのカードと同じマークのある箱を棚から取り出し，机にあった指示カードは棚にあるカード挿しに入れる．

· 課題の入った箱を机に持ってきて，箱の課題を取り出して実行する．

· 終わったら，机の右下にあるフィニッシュボックスに課題を入れて，課題の入っていた箱は，フィニッシュボックスの横に置く．

· 同様に次の指示カードで示された課題に取り組む．

· 指示カードが全てなくなったら，先生に知らせて，遊びのスペースに移動して，大好きな絵本を捲る．

5 視覚的構造化

目で見てわかるように示します．課題の提示も，ことばがなくとも，見るだけで理解しやすいように行います．例をあげると：

· 色によって，赤と青のチップを分類する課題では，たとえば，最初に白い2枚の皿を2枚左右に並べて，それぞれに，赤と青のチップを1枚ずつ乗せておきます．課題の達成度によって，ランダムにどちらかの色のチップを順にわたしてどちらかの皿に入れる課題にし，あるいは，3枚目の皿に5個ずつの各色のチップを入れておきます．何回か経験すれば，見るだけで課題の意味を理解できるようになります．

· 左から右に，課題を流して行くルーチンが確立していれば，部品の組み立ての手順を，左から右に並べて提示する手順書を用いることができます．

· ボルトにナットを組み合わせる課題では，完成品を見せながら，組み立てのお手本を示します．そうすれば，いずれ，完成品を示しておくだけで，連続した作業が可能となります．さらには，完成品を示さなくとも，2種類の部品を掲示するだけで，作業を続けて行えるようになるかもしれません．

・　また，さまざまな約束を示すために視覚を活用します．

· 学校ではこどもごとにマークや色を決めておいて，下駄箱やロッカーのどの棚がそのこどものものであるかを示すために，マークや色を用います．こうすれば，文字で伝えられない場合にもこどもに自立した行動をさせることができます．

視覚的に情報を提示することが活用できれば，ことばを理解できないこどもや，ことばの理解が極めて限定されているこどもに対しても，視覚的な提示法を用いて，意思の疎通ができるようになります．

3.　PDDのこどものコミュニケーションについて

1. コミュニケーションに関する諸問題

PDDのこどものコミュニケーションに関する問題は広い範囲に及びます．幼児期早期から，年長になるまで，それぞれの発達段階に渡ってPDDに特徴的な問題がみられます．

＜コミュニケーションの意欲＞　PDDでないこどもは，自己主張すると欲しいものが手に入るとか，ことばを話すと大人が喜んでくれるとか，コミュニケーションをとることで良いことが起こることを自然に理解して，コミュニケーションをどんどん発達させていきます．PDDのこどもは，”ことばを話すと良い事がある”という最も基本的な理解ができにくいために，ことばを話すことに動機づけられなかったり，適切な場面での発語ができなかったりします．このために，ことばを話したり，ことばのないこどもでも他の方法での意思表示を促す工夫が必要です．

＜耳から入った情報の理解と記憶の問題＞　PDDのこどもは，注意を向けていない時に話しかけても無視することがあります．また，4～5語文を復唱させると，途中の単語のいくつかが抜けてしまうことから，耳から入った情報を記憶することを苦手とすることが分かります．このような特徴があるので，こどもに話しかける前に，注意がこちらを向いていることを確認する必要があります．また，ことばの理解に合わせて，単語や二語文で話しかけることを心がけましょう．

＜ことばを意外と理解していないことが多い＞　一見して，大人が指示したことは何でも分かっているように見えるこどもでも，実は意外と分かっていないことが多いのです．家での日常生活では，決まったタイミングや状況で，決まったことばの指示はなされることが多いのです．たとえば，夕食後に歯を磨きなさいと言ったときにスムースに歯を磨いたとしても，必ずしもことばの指示に従っているとは限りません．学校で同じような状況ではことばの指示にしたがえないということは良くみられることです．特定の周りの状況で判断していて，ことばの指示を理解しているわけではないかも知れません．どのくらい理解しているか確認するには，いつもとは違った場面で，ジェスチャーなどを加えずに，純粋にことばだけの指示でできるかどうか試してみる必要があります．このような場合に，ことばだけに頼っていると，なかなか自立的な行動が育ちません．これを解決するためにカードを用いるなどの視覚的指示が用いられます．また，喋っている内容を適切に理解していないこともあります．PDDのこどもの場合，“あんなに難しいことをしゃべってるんだから，このくらいは言ってわかるはず”という仮定は間違っています．聞き覚えた難しいことを言っていても，本当に意味がわかっているとは限らないのです．

＜単語にはいろいろな用い方があることを理解できません＞　普通の会話の中では，単語はいろいろな意味に用いられます．たとえば，”椅子”にようなことばも，”椅子を持ってきて”のように動作の対象の意味で用いられることもあるし，”椅子の上に本を置いて”のように，場所を表すためにも用いられます．PDDのこどもは，このような，単語のいろいろな意味への応用がなかなか進みません．だから，椅子ということばを獲得しても，既に獲得している意味以外に応用させることは，ひとつの課題と考えましょう．

＜書いてあることや言われたことの意味をイメージすることが苦手＞　このことは，たとえば，算数の文章題の困難に現れることがあります．足し算はできるのに，”太郎くんは飴を3個持っています．次郎くんから5個貰いました．全部で太郎くんは何個の飴をもっているでしょう？”の類の簡単な文章題が困難であることが多いのです．これは書いてあることをイメージして，問題の意味を捉えることが苦手であることを意味しています．絵に描いて問題をていねいに説明してあげることを繰り返す必要があります．また，同様の困難は文章の読解に現れることもあります．主人公の気持ちを推し測ったり，文章のあらましをまとめたりするのが苦手であることも多いのです．主人公の気持ちを理解させるために，ペープサートを用いたり，ロールプレイを活用したりすることが有効であった事例もあります．

＜作文が苦手＞　作文が苦手であることも多いのです．ただ闇雲に努力させていると，文を書くのがとことんいやになったり，机に向かうのさえ拒否するようになったりすることさえあります．文の例を示してあげるのも良い方法です．また，起承転結のような，モデルを示してあげて，それぞれの部分に穴埋め式に文章を当てはめさせることも有効です．一般に，PDDのこどもは問題を解くときに，柔軟にいろいろなやり方を試みる能力が乏しい特徴があります．繰り返し，問題解決のモデルを示して，練習する必要があります．繰り返し同じパターンで課題をこなすのは得意です．

2. コミュニケーションの形態について
コミュニケーションの形態とは，意思表示や指示の理解の際，意思を通じ合う方法のことをいいます．具体的には，はなしことば，絵カード，ジェスチャー，シンボル，ゆびさしなどがあげられます．図の下の方ほど，原始的で，上の方ほどわたしたちが普段用いる方法に近くなります．まず，今こどもがどの方法を用いることができるのか，その方法で，どの程度のことを意思表示できるのかを確認する必要があります．そして，今用いることができる方法でのコミュニケーションの幅を広げていく必要があります．

はなしことばがまだないときでも，ほとんどの場合はなんらかのコミュニケーションの方法を持っているものです．たとえば，ことばがなくとも，ちょーだいのジェスチャーができるのなら，もっとジェスチャーの種類を増やしましょう．そのような働きかけが，コミュニケーションの能力を伸ばし，ひいては，ことばの出現も促します．

繰り返しますが，ことばの出現にこだわって，すでに芽をだしている他のコミュニケーション（代替コミュニケーションといいます）を伸ばさないと，ことばの出現も阻害してしまいます．

3. コミュニケーションの誘発

PDDのこどもはコミュニケーションを行う意欲の発達が遅れることが多いので，意識して意思表示の習慣を身につけさせる必要があります．まだ話しことばのないこどもでも，おやつを2種類用意して，2つから選ばせることは比較的容易です．こどもによっては，最初はこれも困難かもしれません．2つのおやつを差し出して，こどもが最初に手を触れた方を与えて，もう一方は即座に隠してしまうという手順を毎日繰り返して，選択の意味を教えることで，いずれできるようになるものです．また，みんなのごはんをわざと少なめに盛っておいて，周りの大人がおかわりをして見せたり，手をとっておかわりをさせたりしてみましょう．繰り返すうちに，いずれ自発的におかわりができるようになります．このように，援助を求めるコミュニケーションを誘発するために，援助を受けなければならない状況を作ってあげることも有効です．意思表示の習慣をつけ，その子なりに日常生活で，自分の意志を大人に伝えることができないと，多くは思春期になって，とても大変なことになります．自己主張が通らないので暴れたり，大人がいちいち指示しないと何もしない“指示待ち症候群”と俗に言われる状態になったりしかねません．
4. コミュニケーションの視覚支援

耳から入った情報の理解が苦手なこどものコミュニケーションの問題を解決するために視覚支援が用いられます．コミュニケーションの視覚支援とは，ことばの替りに絵カードのような視覚的な手段を用いることです．

視覚支援にカードを用いるか，ジェスチャーを用いるか，または，シンボルを用いるかはそのこの理解に合わせなければなりません．いろいろな場面で，それぞれの方法を試してみて，どれを理解できるのかを把握しましょう．またこどもからの表現法として，どの方法を用いているかの観察はより重要です．それらの観察から，今どの方法がこどもに無理なく利用できるかを決めます．

また，カードを用いる場合，注意する点がいくつかあります．考え方は他のコミュニケーションの方法にも共通します．

1) どんなカードが使いやすいか？

こどもによって，公園での遊びを表す滑り台などの写真を貼ったカードがよいのか，線画で描いたカードがよいのかは異なります．写真の方が具体的で，理解しやすいことが多いのですが，写真には余計な物が写って，用いるこどもを混乱させることもあります．

カードを用いることができるのを確認するために，ジュースとチョコレートの実物を机に並べて，それぞれのカードを実物に合わせて置くことができるかどうか（マッチングできるか）確認するのもよい方法です．

2) 習慣づけが大切

カードになにが描いてあるかを理解していても，すぐに使えるとは限りません．カードが意思表示や，指示の方法であることを理解させなければなりません．

指示の方法であることを理解させるには，たとえば，歯磨きカードを示してから，歯磨きさせるというようなことを繰り返す必要があります．

また，意思表示の方法であることを理解させるには，ジュースカードとチョコレートカードの2枚からひとつを選ばせて，カードを持たせた状態で，選んだほうのおやつを即座に与えるというようなことを繰り返します．

3) こどものメリットになるものを選ぶ

折角意思表示しても，それがいやなものの選択では，こどもは意欲をなくしてしまいます．おやつや，散歩の場所など，興味を持てるものを選んで練習しましょう．

以下の理由で視覚支援はPDDのこどもとのコミュニケーションに有用です．

1) PDDのこどもは目から入った情報の理解は得意です

ことばの理解や言語表現が苦手なこどもも，絵カードの用い方は比較的簡単に習得できることが示されています．

2) 応用が容易です

ことばによる指示は，特定の人の声色でないと反応できなかったり，実はことばでなくて，特定の視覚情報を理解したりしていることが多いので，場所や相手が変わると応用できないことが多いのです．これと比べて，カードによる指示は，視覚によって確実に理解させることが容易で，場や相手を変えても応用することができます．

3) 消えてしまいません

ことばは一瞬にして消えてしまいますが，カードは消えません．PDDのこどもは，ことばの指示を理解しても，注意がそれると忘れてしまうことが多いのです．ことばで禁止しても，すぐまた同じことをしてしまうのはこのためです．カードは，ことばと違って消えてしまわないことを応用して，机の左から右にカードを並べて，自主的に連続して何個もの課題に取り組ませることも可能になります．
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5. コミュニケーションにおける課題の分析


この節はちょっと難しいので，飛ばしてもい～よ♪

たとえば，”悲しい”とか”うれしい”とか”気分が悪い”など，自分の気持ちや体の状態（内的状態といいます）の表現が全くできないこどもに，”うれしい”という言語表現をさせる課題を考えてみます．この課題はかなり達成困難と言えます．なぜなら，このこどもは，”うれしい”という単語を獲得していないだけではなく，ことばの意味として＜内的状態＞を表現するという用い方を獲得していないからです．一方で，同じ課題は，”淋しい”など他の感情を表すことばを獲得したこどもにとっては容易に達成できます．

コミュニケーションのTEACCHモデルでは，こどもが既に獲得している表現や，課題としたい表現に含まれる要素を，5つの側面に分けて評価します．

コミュニケーションの5つの要素
1 機能

意思表示がどのような機能を持っているかを分類します．PDDのこどもに教える目標となる機能の種類は，TEACCHモデルでは，注意喚起，要求，拒否，コメント，状況請求，情報提供，感情表現の7つがあげられています．これらは，意思表示のなかで，基本的で，PDDのこどもも比較的獲得しやすいものです．

2 文脈（状況）

こどもが意思表示する相手や場所などの状況です．PDDのこどもは，違う相手に意思表示をしたり，違う場で意思表示したりする応用がとても苦手です．

3 単語

ここで言う単語は，話しことばの単語のみではなく，公園に行くことを示す絵カードや，特定の身振りなども含みます．

4 意味カテゴリー

単語がどのような意味に用いられるかの分類です．話しことばのときのみ評価します．

PDDのこどもでも良く用いるものには以下のものがあります．

動作に関するもの（歩く，乗る）＝動詞

動作している人（”お母さんが読んでいる”のお母さん）＝主語

動作の対象としての物（”自転車を押す”の自転車）＝目的語

物の場所（”床の靴下”の床）

内的状態（”苦しい”）

5 形態

意思交換のやり方のことで，話しことば，身振り，サインなどです．

5つの要素について，課題にしたい目標と現在こどもが持っているスキルを比較します．各要素のスキルの評価は，未獲得・限定的・既獲得の3段階で評価します．未獲得の要素が多ければ，その目標は短期間には達成困難となります．評価の結果，達成可能性があれば，各要素について，スキルの獲得を目指します．

例1)

目標：自分の感情を身振りで表現する．

こどものスキル：

①機能：感情表現




＜未獲得＞

②状況：コミュニケーションは特定の人とのみの状態

＜限定的＞

③単語：感情を表現する単語（身振り）なし


＜未獲得＞

④意味カテゴリー：（意味カテゴリーは話しことばのみ評価）

⑤形態：身振りでの表現は少しはできる


＜限定的＞

　　この例では，未獲得の要素が2つあり，他の要素も限定的です．とりあえずの達成は困難であることがわかります．目標を変更しなければなりません．

例2)


目標：肩を触れることで相手の注意をひく


こどものスキル：

①機能：今でもあいまいな方法ながら相手の注意を引くことができる
＜限定的＞


②状況：特定の場ならいくつかの意思表示ができる

＜限定的＞


③単語：相手に触れる行動は現在もある


＜限定的＞


④意味カテゴリー：（適応なし，意味カテゴリーを評価するのは話しことばのみ）


⑤形態：身振りによる表現はいくつかつかえる


＜限定的＞

　　この例では，必要な要素が限定的ながら既に揃っているので，充分達成可能と評価できます．

例3)


目標：使ったことのない道具の使用法をきく”これ，どうやって使うの？”

こどものスキル：

①機能：情報請求は，物の名前などを聞くなど限定的

＜限定的＞


②状況：特定の場なら単純なやりとりができる


＜限定的＞


③単語：これ，使う，は言える．どうやっては未獲得

＜限定的・未獲得＞


④意味カテゴリー：疑問文などは非常に限定的に用いることができる
＜かなり限定的＞


⑤形態：3～4語文が使える



＜既獲得＞

　　未獲得，限定的，機獲得のスキルが混在しているので，達成可能性は中くらい．

6. 比較的高機能のこどもに生じやすいコミュニケーションの諸問題

＜表情の読み取りができない＞　一般にPDDのこともにとって，表情から相手の感情を読み取ったり，相手の態度から親しさの程度を読み取ったりすることは，とても難しい課題です．こどもによっては，顔貌の認識自体が困難なため，なかなか人の名前と顔が一致しないこともあります．このような特徴への対応は困難ですが，ことばで直接相手に聞いてみるなどの代替スキルが適切なこともあります．

＜相手の感情を読み違える＞　小学校低学年くらいまでのPDDのこどもは，だいたい相手の感情に無関心で，相手が自分をどう思っているかに無頓着であることが多いのです．ところが，小学校中学年～高学年くらいになると，相手が自分をどう思っているかを気にしだすことが多くなります．ところが，相手の表情や態度を読み違えることが多いので，実際には相手に嫌われているわけでなくとも，嫌われていると勘違いしたり，PDDのこどもの不自然な態度をちょっと笑われたりしたのを，敵意があると勘違いして問題を起こすことがあります．このような問題の解決には，本人側の工夫と，周りの理解の双方が必要です．本人側にも，落ち着いているときに，対人関係で起きたことを振り返らせて，誤解を解くことが必要です．また，周りも本人をPDDとして，その苦手なところを理解することが必要です．

4.　問題行動への対応　＜混乱をなくすために構造化を＞

(1)問題行動の定義

　日常，私達が一番頭を悩ませてしまうことに問題行動や不適応行動と呼ばれる困った行動があります．困った行動の中で修正することで私達にも子供達にもメリットがあるのは次の３つの条件に当てはまる場合です．

＜問題行動の定義＞
1 自分の身体や健康に危険のある行動

2 他の人の身体、健康に危険のある行動

3 日常必要な活動への参加を妨げる行動
　この条件に当てはまらないことを問題行動と考えて頑張ってしまうと，私達も子供達も大変な目に遭うことになります．例えば「一人になると、鏡の前で手をヒラヒラさせて遊んでいる」という行動は周囲から見ると奇妙に見えるかもしれませんが，子供にとっては感覚を楽しんでいる遊びです，「ひらひらしている」ことで食事や着替え等の日常の生活を邪魔しなければ，楽しみを奪う必要はありませんし，それを奪うことで，子供が混乱する可能性が高いのです．自閉症の子供にとって自発的な遊びは大切な財産で，「ひらひらしている」ことに替わる遊びを私達が一緒に見つけてあげることは大変なことなのです．

(2)問題行動へのアプローチ

例：授業中（文字の読めない子供にひらがなのなぞり書き），扇風機に突進して大暴れする．
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　私達が問題行動をなくしたいと感じるのは，上の図の一番下の状態になった直後です．そして，「授業中大暴れしないで欲しい」，「扇風機にこだわらないでほしい」，「課題に集中して欲しい」などと頭を抱えて，図の下側の問題にアプローチしたくなります．しかし，実際は上側の問題がエスカレートして下側の大問題に発展しているわけで，「大暴れする」ことをなくすためには、上側の問題点を解決しなくてはなりません．すぐに下側の行動にアプローチしなくてはならないのは子供や他の人に危険が及ぶ時だけで，それは危険回避という意味では重要ですが，問題解決にはなりえません．

（３）問題行動を考えるための準備　

　では，具体的に問題行動をアプローチする方法を考えて行きましょう．敵を倒すには敵を知ることから．まず情報収集です．情報収集するときには記録することがポイントです．記録することで私達のアプローチがどのように効いたのか，客観的に判断できますし，家族内での情報交換もスムーズになりますし，家族以外の人に相談に乗ってもらうときにも便利です．情報収集には問題行動の前後状況の把握と子供の能力や個性の把握の２つが必要です．

　問題行動の起こる直前の状況，行動，直後の状況を2週間くらい記録して整理してみましょう．子供の行動だけでなく，私達の行動も記録しましょう．問題行動の起きやすい状況，収まり方がなんとなく見えてきて，運がよければ，誘発している原因まではっきりします．

　先ほどの例では，直前の状況は「いやいや，なぞり書き」，問題行動は「先生が引き止めるのに扇風機に向かって突進」，直後は「床に寝そべって大暴れ」をもう少し詳しく書いたものとなるでしょうか．

　それと並行して，子供の能力や個性を理解してあげることが必要です．どんな日常生活を送っているのかイメージしてみましょう．

　まず，コミュニケーション．子供がドーナツを食べたい時どうやってお母さんに伝えてきますか？話し言葉？それともドーナツを書いてあるカードや文字？ドーナツのジェスチャー？お母さんをドーナツのある所まで引っ張って行って指差し？（子供から大人へのコミュニケーション）逆にお母さんが子供にミニカーを片付けてほしい時はどうしてますか？「ミニカーを片付けて」だけ？それともお片付けやおしまいを意味する絵や文字のカードを見せる？指でおもちゃ箱を指す？片付けるところを見せる？どうでしょうか？（大人から子供へのコミュニケーション）

　日常生活にはどのくらいのお手伝いが必要でしょうか？「パンツを履いて」だけでパンツをはけますか？それとも適宜足を通す場所を指差しで教えないとダメ？それとも足を持ってお手伝いが必要？

　1日をどんなスケジュールで過ごしているでしょう？日課表が書いてあって決まってますか？それとも気ままになんとなく過ごしているでしょうか？旅行に行く時は前もって教えてあげていますか？

　関心のあることはどんなことでしょう？扇風機や換気扇とか回る物をじっとみている，スイッチを押したがる，くるまが走っているのや車の写真が大好き，高いところに昇りたがるなど，どうでしょうか？

＜問題行動を考えるための準備＞

①記録して検討すること

直前の状況、行動、直後の状況を整理

　　→誘発しているものは？起きやすい状況は？収まり方は？ 

②その子の特徴（能力や個性）をつかむ～どんな日常生活を送っているの？

　　人とのコミュニケーションの方法は？

　　日常生活の介助度は？

　　1日のスケジュールは？

　　興味や関心は？

（４）問題行動を解決する方法　その１　

　準備は整いましたでしょうか？いよいよ問題行動へのアプローチです．問題行動解決を成功させる秘訣は①子供に求める変化は出来るだけ少なくすることと②子供に悪影響を与えない方法を用いることです．

　①はつまり，できるだけ私達の行動を変えることで解決するということです．問題行動が引き起こされる時の私達の行動を振り返ってみましょう．子供にしてほしいと思っている行動が子供の能力より高すぎたり低すぎたりしていませんか？例えば，言葉でのコミュニケーションの難しい子供に校長先生のお話しを10分間聞かせたり，文字の読めない子供に毎日ひらがなのなぞり書きをさせようとしても．子供はいらいらしたり，いやな気持ちになり，問題行動を引き起こすきっかけを作ってしまいます．さきほどの子供に関する情報をもとに，私達の要求する行動が本人のスキルにあっているか考えてみて，あっていないときは私達の要求を変えなくてはいけません．

　問題行動が引き起こされる時の子供への私達の問いかけや子供を取り巻く環境は子供にとって理解可能なものでしょうか？例えば，見通しが立たない事が苦手なのに予告なしに突然散歩に連れて行かれそうになったり，通ったことのない道に連れて行かれたら子供はとても不安になります．また，言葉の理解ガ出来ない子供に「これからプールに行くよ」と行っても，子供はどうしていいかわかりません．プールのお道具を見せたり，写真を見せたりしなくてはいけません．

　＜問題行動解決の道　その１＞

まずは私達が変わることがfirst step

1 要求している行動が本人のスキルにあっている？→small stepの目標

2 周囲の環境が本人に無理がない？→構造化の見直し

（５）問題行動解決の方法　その２

　いよいよ，子供へのアプローチです．大原則は問題行動に替わる適切な行動を身につけさせることです．例えば，お菓子を欲しい事をわかってもらえなくて，かんしゃくをおこす子供のことを考えてみましょう．「ちょうだい」のゼスチャーができれば，家族はなにか欲しいんだな？と理解して，以前よりは子供が何をして欲しいのか，理解してあげられます．さらに，お菓子のカードが使えるようになれば，家族の理解はもっと的確になります．自分の気持ちがわかってもらえれば，当然かんしゃくは減ります．このように，適切な行動が増えることで問題行動は自然に減ってくるのです．

　適切な行動には2種類考えられます．１つは，今のところ子供はできないけど，少し頑張ればできそうという行動で，さきほどの「ちょうだい」のゼスチャーやカードの使い方を身につけることはこれに当たります．もう１つは，子供が既に出来る行動や好んでいる行動です．例えば，散歩中，退屈して車のタイヤに突進してしまう歌の好きな子供を考えてみましょう．景色を楽しむという新しいことを身につけるのは至極困難ですが，歌いながら歩くことで散歩中退屈することはなくなり，タイヤへの突進も減ってきます．

　これらの適切な行動を実行できたときは，ごほうびをあげたり，ほめたりして，その適切な行動を次にも続けてくれるよう働きかけることが大切です． 

　また，適切な行動は，めでたく問題行動が減ったあと，再度それが出現するのを防いでくれるうれしい作用があります．

＜問題行動解決の道　その２＞

どんなときでも適切な行動を増やすアプローチが第1

適切な行動が増えれば、自然に問題行動は減る

強化すべき適切な行動を決めたのちに‥‥

1) 子供のできない行動を、積極的に教えることで、問題行動の減少を企てる

2) 問題行動と同時に行えない適切な行動を強化する

3) 一定時間問題行動を示さなければ（適切な行動がとれたら）強化する

（６）問題行動解決の方法　その３

　ここまでは、どんな問題行動にも必要でかつ効果があって，子供に悪影響を及ぼすことのない基本の方法でした．通常はここまでで大体が解決します．でも，ここまでやってみてもうまく行かない時はこれらを続けながら、問題行動自体を直接消去する方法にtryすることになります．ただ，新しい問題行動を生み出すなどの副作用を伴うので行うかどうかの判断は慎重にしましょう．特に，罰は一時的には効果があることもありますが，頻繁に使うと効果がなくなりますし，子供が罰を与えた人に悪い感情を持ったり，攻撃的になったりといいことがありません．思春期を迎えて，周囲の人に暴力という問題行動を示す子供には，小さいとき，激しい体罰をうけた経験があることが多いです．

＜基本の方法で効果がない時～ここまで必要のないことが多い＞

　　a)　計画的無視・人から注目を得たり要求を通すために行う問題行動に有効

b) タイムアウト

c) オーバーコレクション・

d) 物理的統制

e) 罰・最低1ヶ月使わないで過ごせる時のみ有効、副作用も大
（７）まとめ

　問題行動はコミュニケーションを苦手としている人からのメッセージ．このメッセージを受け取ってあげるためには，子供達がこの世界をどんな風に捉えているのか理解してあげることが第一歩です．

5.　各年齢でやるべきこと

乳児期・幼児期早期（0歳～3歳）

PDDのこどもの特徴は幼児期早期に明らかになることが多いので，適切な診断・評価と親の理解が求められます．この時期の診断は数年後変更されることもありますが，こどもの特徴を理解して対応することは，その後の発達に有益です．

乳児期には抱っこなどの身体接触をいやがったり，痛みに異常に強かったりすることが認められることがあります．

幼児期早期には，視線が合わなかったり，呼んでも振り向かなかったり，平気で人にぶつかって歩いたり，逆手でバイバイしたりすることで気づかれることがあります．単語から2語文への発展が遅い，代名詞の誤用，オウム返し，関係のない場面でコマーシャルを口ずさむなどのことばの異常もよくみられます．特定の音を嫌がる，キラキラした光を見つめる，手をヒラヒラさせて光を遮って遊ぶ，匂いを嗅ぎまくる，何でも味見をするなどの感覚の異常と関連した特徴もよくみられます．

この時期に大切なことは，ことばの理解に合わせた対応，意思表示の習慣づけがあげられます．知能の遅れのないPDDのこどもでも，まだこの時期にはことばの理解が断片的であったり（文章の一部しか認識されない），ことばへの反応が一定しなかったり（何かに集中している時にはことばが伝わらない）しますので，声がけには工夫が必要です．声がけの前には，こどもの注意がこちらに向いていることを確認しましょう．注意が向いていない時には，肩を軽く叩くなどして注意を引きましょう．その上で，単語ないしは2語文で静かに声がけします．一度言っても反応しないのは，聴こえてないからではなく，聴こえていても理解できないからです．ですから，大声で繰り返すのは避け，静かに2～3回繰り返しましょう．それでも反応しないときには，そっと手を引いて誘導したり，（靴をはかせたいときには）指さしたり，持って見せてあげたりしましょう．その上で，動作がみられない時には，介助して靴をはかせます．また，言葉がけがあったら，その後に何かの動作をすべきであるという習慣を形作ることが必要です．これらを習慣づけるためには繰り返しが大切です．意思表示に関しても習慣づけが大切です．この時，ことばの発達を待っているとなかなか先に進みません．身振りによる意思表示やカードを用いた意思表示など，この時期にそのこどもが可能な意思表示の方法を探しましょう．

これだけはやめて！　母子関係の形成が大切という理由で，無理にいやがる抱っこやおんぶをするのはやめましょう．人を避ける行動や，逆にお母さんにおんぶしていないと安心できない習慣ができてしまうことが多いのです．スキンシップをできるだけ沢山という指導は間違っています．こどもが＜よろこぶ＞スキンシップにしましょう．

これだけはやめて！　視線を合わせる練習はやめましょう．この時期に視線が合わないのは注視のための神経回路が未熟なためです．発達を待ちましょう．また，あいさつしないからと言って，大声で呼びかけるのも止めましょう．人嫌いなこどもを作るもとです．大声で元気よく”おっはよ～！！”と叫ぶ保育士さんは，だいたいPDDのこどもに嫌われます．

幼児期後期（3歳～6歳）

この時期に重要となるのは，以下のことです．

1 構造化の導入

2 感覚異常への配慮

3 一人遊びを過剰に禁止しない

4 集団行動を急ぎすぎない

＜構造化の導入＞　構造化とはことばでのコミュニケーションが限られているPDDの人と意思を通わせるために開発された方法論です．別のページで解説するように，PDDのこどもが比較的得意な視覚を通した理解を活用します．絵カードで食べたいものを選ばせたり，行きたいところを選ばせたり，次の行動を指示したりします．また，スケジュールを絵カードで示すことも行われます．課題の提示も目で見て理解できるように行います．

重大な誤解！（絵カードはそれに頼ることによってことばの発達をじゃまする？）　最近の研究で，これは逆であることが分かっています．苦手なことばのみに頼っていると，全般的なコミュニケーションの発達を阻害してしまいます．また，PDDのこどもは発達年齢が6歳くらいになっても，2段階の言語指示（最初にこれをやって，次にはこれをやってねというもの）が理解できないことがあります．このようなものをことばによる指示に頼っていては，一段階ごとの指示が必要になります．これでは，こどもの自立が促進されませんし，何段階課の動作を順番にするための精神機能も発達しません．絵カードを用いれば，机の決まった位置に，左から右に並べた絵カードにしたがって，順番に作業する習慣を，比較的簡単に身に付けることができます．

＜感覚異常への配慮＞　特定の音や騒々しい場が苦手なのは感覚異常によるものです．無理させすぎると，いやな感覚とその場の状況がより強固に結びついて，なお更その状況をいやがることとなり，ついにはパニックを惹き起こします．特定の嫌いな音に慣れさせるということをやると，80%は悪化することがわかっています．運動会などが苦手なら，それに参加するという課題は，もう何年か先にしましょう．また，偏食指導についても同じことが言えます．嫌いなにんじんを口に入れたときに，目の前にだいこんがあったら，不快感と目の前のだいこんが強固に結びついて，次にはだいこんも食べなくなることがあります．このようなことを繰り返すうちに，ついには白いご飯しか食べなくなったという話はよく聞くことです．特定のメーカーのパンをどうしても食べないといったこともよくみられることです．無理に食べさせるのはやめましょう．

＜一人遊びを過剰に禁止しない＞　PDDのこどもの自発性は一人遊びであっても大切にしてあげましょう．自発性の芽を摘むと，ついには指示なしで何もしないこどもを作るもとになります．学校で指示待ち症候群をいわれているのがそれです．ビデオを一日12時間見るのは困りますが，2時間くらいなら，ま，いっかと考えてください．

＜集団行動を急ぎすぎない＞　まだ無理な集団行動を強要すると，慣れない場での不適応行動が頻発します．それで，友達とのトラブルを頻発すると，乱暴になったり，友達から疎んじられたりするもととなります．幼児期の集団行動に関する目標は，少人数の静かなこどもと一緒にいても不快にならない程度と考えてください．

学童期（小学生）

＜構造化された学習プログラム＞　こどもの発達レベルに合わせて構造化された学習プログラムが必要です．プログラムを組み立てる個々の課題の選択には，こどもの発達レベルの観点と，将来に役立つかどうかの観点の両方が必要です．低学年のこどもの運動会などへの参加は，その場の意味を理解しているか，その場の喧騒に耐えることができるかなどを慎重に考える必要があります．また，卒業式のような，大人が聞いても飽き飽きするような偉い人たちの話しが延々と続く場面に参加させるかどうかも慎重に考えましょう．

＜学習体勢の確立＞　一定の時間机に向って課題に取り組む習慣を身に付ける必要があります．こどもがどんな課題にどの程度の時間取り組むことができるか観察し，それに基づいたプログラムを組み立てることが基本です．また課題は少なめに設定して，クリアしたときには，はっきりと伝わるかたちでほめることが重要です．障害を持っていても持っていなくとも，ほめられることが多ければ真っ直ぐに成長し，叱られてばかりでは性格の形成に支障が生ずることは同じです．ただし，こどもが喜ぶ方法でほめることが大切です．大きな声が嫌いなこどもを，”わ～，けんちゃん，えらい～！！！”と大声でやったら，こどもはたまりません．

＜想像力の障害への配慮（学習面）＞　PDDのこどもは，文章題で表されている意味を読解するのが苦手です．また，物事を頭の中でイメージするのが苦手なので，1と100がとてつもなく違うことがイメージできないことで，300+400を7とかというPDDでないこどもがめったにしない間違いをします．絵に描いて問題を理解させたり，人形劇で主人公の気持ちをイメージさせたりする工夫が有効なことがあります．この他，算数では，桁上がり，桁下がり，単位（cmとmm，時間と分，dLとLなど），割り算するときの見当のつけ方，数字が沢山でてくる何段階課の計算を要する文章題などはひっかりやすいところです．国語では，主人公の気持ちを推測する問題は抜群に苦手ですし，文章のあらましをまとめることも苦手です．

＜想像力の障害への配慮（対人関係）＞　けんかで友達を叩いた時，あなたも叩かれたら痛いでしょう，というようなイメージに訴えかける指導は，発達年齢が概ね10歳以下のPDDのこどもには無効です．こどもが理解できないお説教は有害でさえあります．このレベルのPDDのこどもには，むしろ規則として教えた方が有効です．また，時間がたつと言われたことを忘れてしまう傾向があるので，机にお約束を張ったり，連絡帳にお約束を書いたりしておいて，ときどき復習させることが必要です．

高学年ころに他の問題が生じてくることがあります．それまで，他者の気持ちに無頓着だったこどもが急に他者の気持ちを理解し始めます．ところが，他者の表情から，自然に気持ちを察するのではなく，理屈を通して理解していることが多いので，勘違いで被害的になってしまうことが多いのです．このようなときは，落ち着いてから，穏やかに話し合って，誤解を解いてあげることを繰り返す必要があります．

＜障害の理解＞　周りに理解してもらって，援助を受けるためには，周りの大人やこどもの理解が不可欠です．また，高学年になると，こども自体が自らの障害を理解することも重要になってきます．いずれこども自体が障害に向き合わなければなりません．その時期は，自分とは何かを考え始める思春期よりも前からの方が，後々のトラブルが少ないようです．

＜余暇の過ごし方＞　ひとりで余暇を過ごすスキルを身に付けておく必要があります．小学生のうちに，この技能を身につけないと，年長になってから一日中親の手を煩わせるこどもになりかねません．重度のこどもでも，工夫があれば，近所の自動販売機で好きなジュースを買うなどの楽しみを持てるものです．

思春期・青年期（中学生～高校生）

この年代で重要なことは，学校を卒業した後の生活を見通して不足しているスキルを補充したり，将来役立つ得意なスキルを発展させたりすることです．小学校高学年から中学生の年代になると，将来の伸びをかなり確実に予想することができます．その予想にもとづいて必要な準備をする時期と考えてください．

大雑把に将来の可能性を決めるものとして，知的機能と対人関係があげられます．次にこの2つの要因にもとづいた将来の目標をあげてみます．

1 正常知能で比較的対人関係が良好なこども

比較的良好ながらも不足している対人関係のスキルや，得意分野のスキルを伸ばすことによって，一般就労を目指すことができます．

2 正常知能で比較的対人関係が苦手なこども

就労のために多くの場合，不足している対人関係のスキルをかなり補充することが必要になります．最低限でも，数時間は他人とともに過ごすことができる必要があります．また，多くは，日頃と違う出来事や，仕事で予想外の出来事が生じた時には，将来にわたって他人の助けが必要になります．このため，必要な時に他人の援助を求め，受け入れることに慣れる必要があります．そのためには，こども自体が自分の弱点を障害として受け入れて，自分は時に他人の援助が必要であるという事実を受け入れることが重要となります．現在のところ正常知能のこどもは，たとえPDDであっても，公的な就労援助を得ることはできませんから，ある意味では，こどもに合った職業を選択することは周りの多大な助けを要します．

3 精神遅滞があって比較的対人関係が良好なこども

精神遅滞があると，療育手帳が交付されますので，保護的就労の対象となります．自宅から保護的就労で得た職場に通う生活が目標です．将来日常生活で，できるだけ自立した行動がとれるように，不足した社会技能を補充することが重要です．

4 精神遅滞があって比較的対人関係が苦手なこども

将来にわたって就労，日常生活の両面で他人の援助が必要です．思春期～青年期を通じて，基本的な意思交換のためのスキルや日常生活動作の技能を伸ばして，少しでも自立度の高い生活を目指しましょう．

＜将来の自立した生活を支える3つの要素＞

成人期になって自立した生活をするためには，日常生活の自立，就労，余暇スキルの3つが必要不可欠です．見逃されやすいことですが，余暇スキルがないと，ひとりで楽しむ時間を持つことができないために，一日中誰かと一緒に過ごすことが必要になります．特殊教育のなかで，もっと余暇スキルの獲得に関連したプログラムを増やすことが必要です．

6.　利用できる公的補助

1. 通院公費負担制度

精神科の医療費を公費で補助する制度です。申請すると医療費は自己負担額の5%になります。自閉症や精神遅滞は対象になります。

2. 療育手帳

精神遅滞に対して交付される障害者手帳です。PDDでも精神遅滞が伴っていない場合には対象となりにくいようです。市町村の福祉課が申請窓口で、交付されるかどうかの判定は地域の児童相談所になります。交付されると、公共機関の利用料金の減免や、税制上の優遇措置があります。将来就労する場合には障害者枠による就労が可能になります。障害の程度によってA、Bの分類があり、それによって補助が異なります。

3. 特別児童扶養手当

精神遅滞や精神障害を持ったこどもを扶養する扶養者に支給されます。障害の程度によって1級あるいは2級が支給されます。窓口は市町村の福祉課ですが、医療機関の診断書が必要です。ただし、扶養者の収入制限があります。また、精神遅滞を伴わないPDDに対しては認定されにくいようです。

4. 障害児福祉手当

最重度の精神遅滞や、重度の身体障害を伴った精神遅滞に対して支給されます。窓口は市町村の福祉課で、診断書が必要です。扶養者の収入制限があります。
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5. 市町村独自の医療費助成制度

各市町村独自の制度ですので、窓口にお問い合わせください。入院した場合の補助がほとんどのようです。
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	2001
	　

	続・大人になった自閉症児
	志賀利一編著
	朝日新聞厚生文化事業団
	　
	　

	自閉症のトータルケア
	佐々木正美監修
	ぶどう社
	1994
	1700円


【中級編】

	『講座・自閉症療育ハンドブック：TEACCHプログラムに学ぶ』
	佐々木正美著
	学研
	1993
	2400円

	『自閉症の治療教育プログラム』
	エリック・ショプラー[他]著:佐々木正美監訳
	ぶどう社
	1985
	1600円

	『自閉症児の発達単元267：個別指導のアイデアと方法』
	E・ショプラー[他]編著:佐々木正美:青山均監訳
	岩崎学術出版社
	1988
	5800円

	『自閉症のコミュニケーション指導法:評価・指導手続きと発達の確認』
	L・R・ワトソン[他]著:厚地友子[他]訳
	岩崎学術出版社
	1995
	4635円

	『自閉児・発達障害児親と教師のための個別教育プログラム』
	E.ショプラー[他]著:末光茂訳
	星和書店
	1984
	2900円

	『ガイドブック・アスペルガー症候群：親と専門家のため に』
	トニー・アトウッド著，冨田真紀・内山登紀夫・鈴木正子訳
	東京書籍
	　
	2800円


【診断基準など】

	『CARS小児自閉症評定尺度』
	E.ショプラー[他]著:佐々木正美監訳
	岩崎学術出版社
	1989
	3500円

	『自閉児発達障害児教育診断検査』
	E.ショプラー:茨木俊夫著
	川島書店
	1995
	4635円

	DSM-IV精神疾患の分類と診断の手引き
	高橋三郎他訳
	医学書院
	1995
	3800円


【読み物】

	『変光星:ある自閉症者の少女期の回想』
	森口奈緒美著
	飛鳥新社
	1996
	1700円

	『自閉症だったわたしへ』
	ドナ・ウィリアムズ著:河野万里子訳
	新潮社
	1993
	2000円

	『我、自閉症に生まれて』
	テンプル・グランディン:マーガレットM.スカリアノ著:カニングハム久子訳
	学研
	1994
	2400円

	『自閉症の才能開発：自閉症と天才をつなぐ環』
	テンプル・グランディン著:カニングハム久子訳
	学習研究社
	1997
	2500円 

	『見えない病：自閉症者と家族の記録』
	チャールズ・ハート著:高見安規子訳
	晶文社
	1992
	2900円


8.　参考になるインターネット上のページ

●TEACCHのホームページ

Division TEACCH

http://www.teacch.com/
●自閉症協会関係

日本自閉症協会

http://www1.biz.biglobe.ne.jp/~asj/rink.html
日本自閉症協会東京都支部

http://www2.neweb.ne.jp/wd/autism/index.html
日本自閉症協会京都府支部

http://web.kyoto-inet.or.jp/org/atoz3/ask/
日本自閉症協会北海道支部札幌分会

http://www.eve.ne.jp/poplar/
上越自閉症児親の会

http://www.mirai.com/mosimosi/
●自閉症施設

めひの野園

http://www.vcnet.toyama.toyama.jp/~mehino/
太陽の村

http://taiyo.mirai.com/
●アスペルガー障害関係

アスペ・エルデの会

http://www.as-japan.jp/j/
●海外の自閉症協会

イギリスの自閉症協会

http://www.oneworld.org/autism_uk/
アメリカの自閉症協会

http://www.autism-society.org/
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